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季節のムシ暦 
 

環境コラム 

ムカデを抑制しましょう！ 
 

そろそろ梅雨の時期に入ります。

様々な虫たちが、蠢いているのでは

ないでしょうか？ 
 
特にムカデ湿気を好む為、雨の多い

梅雨～初夏にかけて活動が活発化し

ます。 

 

そのムカデの対処法を採り上げます。 
 
ムカデは主に草むらや林の落ち葉、石垣などの屋外

に生息しています。但し、屋内に生息しない訳では

なく、屋内の天井裏や床下、押入れ、洗面所など比

較的湿気の多い場所にも出現します。 
 
関東県内でよく見かけるのはアオズムカデという種

類で、体長10～15ｃｍで、黒い胴体に赤褐色の頭

部、黄褐色の脚です。 

 

 

 

 
 
 

 

 

ムカデによる被害 
 
ムカデは肉食な為、ゴキブリや蜘蛛などの昆虫を好

んで食しますが、時には人を襲う事もあります。発

達した顎で咬む『咬害』を及ぼします。 
 
また、ムカデは咬むと同時に毒を出し、痛み・腫

れ・湿疹などを引き起こします。種類によっては毒

性が強く、呼吸困難・意識不明になる事もありま

す。 
 
 

環境改善と駆除方法 
 
家屋に侵入されにくくする為の環境改善を心掛けま

しょう。 
 
ムカデは湿気を好む為, 天井裏や床

下、押入れ、洗面所など湿度が上がり

やすい場所を中心に屋内の通気を良く

しましょう。 
 
床下に関しては中々通気が難しいと思われますので、

粉剤と呼ばれている種類の駆除剤を内部壁面に沿って

仕掛けるのも効果的です。 
 
建物周りに多く見かける場合は、粉剤を

建物の外周に粉剤を仕掛けると良いで

しょう。 

 

但し、粉剤は水気に弱い為、雨が降ると効果が無く

なってしまうので注意が必要です。 
 
万が一屋内に侵入されてしまった場合は、屋外に掃き

出すなど、素手で触らないようにして処理しましょ

う。 

←←←←←←←← 

屋外に蠢く 

アオズムカデ 

←←←←←←←← 



ヘチマの力  

～グリーンカーテンの効果～ 
 

ヘチマは、熱帯アジア原産のウリ科の植物で

す。 
 
ヘチマと言えば、子供の頃に小学校

などでヘチマの繊維質の実を乾燥さ

せ、たわしを作った事がある方もい

らっしゃるのではないでしょうか？ 
 

このヘチマと言う植物は、棒など

に巻き付きよく繁茂する事から、

日本では古くから夏場に縁側など

で育てて日陰を作る緑陰食物とし

て重宝されてきました。 
 
温暖化が進む今、再びこのヘチマが活躍の場

を少しずつ広げてきている事を、皆様はご存

知でしょうか？ 
 
昨年の都農林総合研究センターの実験によ

り、建物の壁面緑化は夏の省エネに大変有効

だという事が判明しています。 
 
その実験によると壁面緑化は屋上緑化より節

電効果が高く、壁面緑化に最適な植物は、つ

る性の植物であるヘチマやゴーヤだという事

です。 
 
その効果は、窓枠にヘチマを這わせ壁面を緑

化することで直射日光を遮り、室温の上昇を

抑えます。また、葉の気孔から水分を蒸発す

る事で体感温度も下げる事が出来ます。 
 
 

腸炎ビブリオ 

～脅威の繁殖力を誇る食中毒～ 
 
昨今、衛生状況が良くなってきている事もあり数

の年々少なくなってきてはいますが、まだまだ夏

場の被害は多数報告されています。 
 
この細菌の特徴は海水や海中の泥の

中に潜み、他の食中毒菌に比べて繁

殖スピードが速い事にあります。特

に夏場の繁殖速度は要注意です。 

 

但し、熱にに極めて弱く、低温では増殖が出来な

い為、普段から注意する事で容易に防ぐ事が可能

です。 

 

菌は、暖かい季節の主にアジやサ

バ等のエラやタコやイカ、貝類等

の内臓等に付着しています。 

～予防の為のアドバイス～ 
 
・魚介類は加熱すると菌は死滅します。 

 

・調理する直前までは4℃以下で

低温保存する事により繁殖を防げ

ます。 

 

・さしみなど生食する場合は、直

前まで低温保存し、早々に食しま

しょう。 

 

・２次感染を防ぐ為に、保存時に魚介類と他

の食品をしっかり区分けしましょう。好塩菌

である為、漬物など塩分を含む食品への感染

には特に注意が必要です。 

 

・腸炎ビブリオは真水では生

きられない為、魚介類を調理

の際に、真水でよく洗いま

しょう。 

 

・まな板や布巾などの調理器具は魚介類専用

のものを用意し、使用するようにしましょ

う。使用した調理器具はよく洗い、熱湯など

で殺菌しましょう。 
 
万一感染しても、殆どは抗生物質投与で２～

３日ほどで快方に向かいますので慌てず対応

しましょう。 

過去に、緑化なしログハウスと屋根と壁面を緑化

したログハウスで、気温35℃の条件化でエアコン

にて25℃を維持する実験を行ったところ、緑化し

たログハウスの方が緑化なしに比して32％の省エ

ネ効果があったそうです。 
 
地球にも優しく、懐にも優しい。 

エコの最高の形ではないかと思います。 
 

←←←←←←←← 

校舎に根付いた 

グリーンカーテン 

←←←←←←←← 
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～
厨
房
の
小
さ
な
悪
魔
コ
バ
エ
～ 

 

例
年
だ
と
五
月
の
連
休
頃
に
は
、
シ
ロ
ア
リ
の
多
発
が
話
題
に
な
る
が
、
今
年
は
そ
れ
が
無
か
っ
た
。
し
か
し
、
意
外
な
虫
達

が
、
方
々
で
出
没
し
、
わ
ず
か
な
が
ら
「
虫
前
線
」
を
活
発
化
さ
せ
て
く
れ
た
。 

 

そ
の
虫
は
、
コ
バ
エ
類
と
云
う
小
型
の
ハ
エ
達
で
、
そ
の
代
表
が
チ
ョ
ウ
バ
エ
（
Ｍ
ｏ
ｔ
ｈ
‐
ｆ
ｌ
ｉ
ｅ
ｓ
）
と
呼
ば
れ
る
ハ

エ
で
あ
る
。 

 

こ
の
ハ
エ
、
わ
が
国
で
は
、
も
と
も
と
人
に
禍
を
も
た
ら
す
性
質
の
虫
で
は
無
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
に
わ
か
に
問
題
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
そ
の
理
由
を
考
え
た
い
。 

 

チ
ョ
ウ
バ
エ
を
問
題
虫
に
し
た
原
因
は
、
人
の
生
活
環
境
が
大
き
く
変
っ
た
所
に
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
身
近
な
快
適
さ
を
求

め
、
汲
み
取
り
便
所
に
替
っ
て
水
洗
便
所
と
浄
化
槽
を
普
及
さ
せ
た
た
め
に
起
っ
た
所
産
な
の
で
あ
る
。 

 

汲
み
取
り
便
所
の
悪
嗅
は
、
水
洗
便
所
に
す
る
こ
と
で
無
く
な
っ
た
が
、
槽
内
の
ス
カ
ム
が
チ
ョ
ウ
バ
エ
を
育
む
格
好
の
場
所

と
な
る
な
ど
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
。
チ
ョ
ウ
バ
エ
は
、
人
間
が
造
り
出
し
た
、
新
た
な
害
虫
な
の
で
あ
る
。 

 

な
ん
と
云
う
こ
と
は
無
い
、
汲
み
取
り
式
便
所
の
セ
ン
チ
ニ
ク
バ
エ
が
、
水
洗
便
所
の
チ
ョ
ウ
バ
エ
に
交
替
し
た
だ
け
の
こ
と

で
あ
る
。 

 

こ
れ
か
ら
が
、
こ
の
チ
ョ
ウ
バ
エ
の
シ
ー
ズ
ン
で
、
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ト
イ
レ
の
壁
面
、
地
下
飲
食
街
の
調
理
場
な
ど

各
所
で
、
成
虫
の
姿
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。 

 

厨
房
内
の
排
水
溝
か
ら
発
生
し
た
チ
ョ
ウ
バ
エ
が
、
店
内
や
調
理
場
付
近
の
壁
面
に
点
々
と
静
止
し
て
い
る
様
は
、
不
快
感
を

超
え
て
怖
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。 

 

こ
の
虫
の
生
態
だ
が
、
成
虫
の
寿
命
は
１
４
日
前
後
で
、
雌
の
成
虫
は
一
生
に
少
な
く
と
も
１
０
０
個
の
卵
を
産
む
。 

 

卵
は
、
２
日
前
後
で
幼
虫
に
な
る
が
、
こ
れ
が
人
の
泌
尿
生
殖
器
、
消
化
器
、
氣
道
、
眼
瞼
内
な
ど
に
迷
入
し
、
「
ハ
エ
症
」

を
引
き
起
こ
す
と
云
う
厄
介
者
で
あ
る
。
成
虫
は
、
発
生
源
が
不
潔
な
場
所
だ
け
に
、
何
を
伝
播
す
る
か
判
ら
な
い
の
で
油
断

が
出
来
な
い
。 

 

食
品
工
場
な
ど
で
は
、
製
品
に
混
入
す
る
事
故
も
あ
っ
て
、
問
題
害
虫
で

あ
る
。 

 

チ
ョ
ウ
バ
エ
対
策
に
は
、
幼
虫
期
と
成
虫
期
の
ふ
た
つ
が
あ
る
。
幼
虫
対

策
は
、
施
設
内
の
排
水
溝
な
ど
小
規
模
な
所
で
は
、
蓄
積
物
を
よ
く
洗
浄

除
去
し
良
く
乾
燥
す
る
と
良
い
。
特
に
、
排
水
溝
の
「
簀
の
子
」
の
裏
側

を
入
念
に
洗
浄
す
る
こ
と
が
大
切
。 

 

成
虫
の
場
合
は
、
ト
イ
レ
周
辺
な
ど
な
ら
ば
、
市
販
の
空
間
噴
霧
剤
で
容

易
に
駆
除
出
来
る
。
ま
た
、
成
虫
は
、
夜
間
活
動
性
な
の
で
、
夜
間
に
ラ

イ
ト
ト
ラ
ッ
プ
に
よ
り
補
足
す
る
の
も
ひ
と
つ
の
手
法
で
あ
る
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
発
生
源
」
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
特
定

し
て
殺
虫
剤
に
よ
る
化
学
的
駆
除
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
チ
ョ
ウ
バ
エ

は
、
厨
房
の
小
さ
な
悪
魔
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
、
コ
バ
エ
の
仲
間
に
ノ

ミ
バ
エ
と
云
う
厄
介
者
が
い
る
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔写真説明〕 
小さな悪虫、チョウバエの成虫 

（厨房の水周りを発生源とする） 



 

環
境
コ
ラ
ム 

～
個
人
か
ら
の
地
球
温
暖
化
対
策
を
～ 

 

今
、
世
界
中
で
最
も
注
目
を
集
め
て
い
る
も
の
の
１
つ
に
地
球
温
暖
化
問
題
が
あ
り
ま
す
。

サ
ミ
ッ
ト
が
あ
る
度
に
話
し
合
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
中
々
進
展
が
な
い
の
が
現
状
で

す
。
地
球
に
危
険
が
迫
っ
て
い
る
今
、
個
人
個
人
の
手
か
ら
地
球
温
暖
化
対
策
を
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？ 

 

地
球
温
暖
化
は
、
主
に
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
の
増
加
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
２
は
太
陽
光
に
よ
っ
て
暖

め
ら
れ
た
熱
を
宇
宙
に
逃
が
さ
な
い
性
質
を
あ
り
ま
す
の
で
、
Ｃ
Ｏ
２
の
増
加
が
地
球
温
暖
化
の
大
き
な
要
因
と
な

り
ま
す
。 

 

逆
に
言
え
ば
、
私
た
ち
１
人
１
人
が
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
を
減
ら
す
事
に
よ
り
、
温
暖
化
抑
制
に
繋
が
る
の
で
す
。
そ
の

輪
が
広
が
れ
ば
、
温
暖
化
抑
制
に
よ
り
大
き
な
力
と
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

小
泉
前
首
相
が
流
行
ら
せ
た
『
ク
ー
ル
ビ
ズ
』
。
今
年
は
こ
れ
で
夏
を
越
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

そ
も
そ
も
ク
ー
ル
ビ
ズ
と
は
何
で
し
ょ
う
？ 

「
ネ
ク
タ
イ
を
し
な
い
事･

･
･

？
」 

い
や
い
や
、
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。 

 

【
夏
に
エ
ア
コ
ン
を
２
８
℃
に
！
】 

 

そ
の
為
に
、
涼
し
く
過
ご
す
為
の
工
夫
を
す
る
事
を
指
し
て
い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
ネ
ク

タ
イ
を
し
な
い
事
も
そ
の
一
環
で
、
し
な
い
事
に
よ
り
体
感
温
度
が
２
℃
下
が
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
日
本
で
使
用
さ
れ
て
い
る
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
部
分
は
、
石
油
・
石
炭
・
天
然

ガ
ス
な
ど
を
燃
焼
さ
せ
て
作
ら
れ
ま
す
。
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
為
に
大
量
の
Ｃ

Ｏ
２
を
排
出
し
て
い
る
訳
で
す
。 

 

家
庭
の
電
化
製
品
の
中
で
、
最
も
消
費
電
力
が
大
き
い
の
が
エ
ア
コ
ン
で
す
。
特
に
夏
や
冬
に
な

る
と
そ
の
電
力
量
は
大
幅
に
上
が
り
、
１
年
を
通
し
て
み
て
も
、
家
庭
に
使
わ
れ
る
電
気
量
の
約

２
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

 

冷
房
の
設
定
温
度
を
１
℃
上
げ
、
暖
房
の
設
定
温
度
を
２
℃
下
げ
る
だ
け
で
、
消
費
電
力
を
約
１
０
％
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
目
安
は
冷
房
で
２
８
℃
、
暖
房
で
２
０
℃
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
（
因
み
に
、
冬
に
暖
房

設
定
温
度
２
０
℃
で
暖
か
く
過
ご
す
為
の
工
夫
を
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
と
言
い
ま
す
。
） 

 

湿
度
が
高
く
蒸
す
時
は
、
除
湿
機
能
を
使
用
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
湿
度
が
１
５
％
下
が
る
と
、
体
感
温
度
は
１
℃
下

が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

忘
れ
が
ち
な
の
が
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の
掃
除
で
す
。
ホ
コ
リ
で
目
詰
ま
り
し
て
し
ま
う
と
、
風
量
が

低
下
し
効
率
が
悪
く
な
り
ま
す
。
こ
ま
め
に
掃
除
機
で
吸
い
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
ア
ロ
マ
な
ど
の
香
り
を
使
用
す
る
な
ど
新
し
い
試
み
も
続
々
と
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

皆
様
も
、
こ
れ
か
ら
の
夏
の
季
節
に
自
分
だ
け
の
『
ク
ー
ル
ビ
ズ
』
を
実
行
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 
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